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  2月より 3月の主要な地震としては, 3月 2日と, 4月 25日に太平洋プレート上面付近で発生した, 

鹿島灘の地震（M5.7, M5.8）,及び 2,3月の神津島付近の群発活動,銭州海嶺の地震（3月 28日,M5.5）

があげられる。第 1図に震源分布図, 第 2図に主な地震とメカニズム解を示す。 

 

１. 鹿島灘の地震 

日立付近で 3月 26日 8時 31分にM5.7,深さ 52.1kmの地震が発生した。この場所は活動度がそ

れほど高くないが, 定常的に地震が発生している。この地震のメカニズム解はほぼ東西圧縮軸の逆

断層である。また 4月に、このM5.7の地震とほぼ同じ場所でM5.8の地震が発生した（4月 25日

21時 27分,M5.7,深さ 51.0km）。この地震のメカニズム解はほぼ東西圧縮軸の逆断層で, メカニズム

解も３月に起きた地震と同じである。太平洋プレート上面付近の地震と考えられる。 

2. 千葉県北部、房総半島の地震 

2月 10日 13時 22分に 千葉県の北部で M4,1で,深さ 88kmの地震が発生した。この場所は, 茨

城県南西部や, 千葉県中部の地震の巣にはさまれていて, あまり定常活動のないところである。九

十九里沖では, 2月 4日 11時 9分にM4.2で深さ 58.9kmの地震が発生している, 2月に 9個,4月に 4

個の地震が観測された。 

房総半島中央部で 3月 30日 8時 12分に,M4.1で深さ 79.1kmの地震が発生した。この地震のメカ

ニズム解はほぼ東西伸張軸の正断層である。 

また、4月 25日には上記の鹿島灘の地震が起きる 3時間前に房総半島東部でM5.2のやや深い地震

が発生した（4月 25日 18時 13分,M5.2, 深さ 95.3km）。この地震のメカニズム解は北東―南西伸

張軸の正断層である。太平洋プレート内の地震と考えられる. 

3. 茨城県沖の地震 

海溝軸付近で 3月 2日 16時 12分に,M5.5で深さ 14.6kmの地震が発生した。 

4. 三宅島北東の地震 

三宅島の北東でやや深い地震が発生した（4月 19日 8時 14分,M5.2, 深さ 122.8km）。この地震の

メカニズム解は東西 P軸の横ずれ型である。又,三宅島の南東でもやや深い地震が発生している（4

月 15日 11時 59分,M4.2, 深さ 108.5km）。 

5. 山梨県南部の地震 

山梨県富士川観測所の北西 30kmの場所で２月 15日 9時 19分に,M4.0で深さ 9.2kmの地震が発

生した。メカニズム解は北西―南東 P軸の横ずれ型である。 

6．静岡県西部の地震 

浜松市の東部で 2月 18日 23時 17分に M41で深さ 13.1kmの地震が発生した。メカニズム解は
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北東―南西 T軸の正断層である。 

7．長野県西部の地震 

長野県西部の王滝村付近で 4月 5日 9時 6分にM4.1で, 深さ 2.5kmの地震が発生した。この地

震のメカニズム解は北西―南東 P軸の横ずれ型である。2月から 4月にかけて約 190個の地震が観

測された。震源の深さはいずれも 10kmより浅い。 

8．日光足尾地域の地震活動（第 3図） 

この期間に約 1500個の地震が観測された。特に大きなクラスターの活動はない。M3以上の地震

が 2 個観測された。1996 年頃よりほぼ直線的に増加していた,地震数の積算カーブが 1998 年の半

ば頃より鈍っている。日光白根山直下で 3月 14日 0時 16分に火山性の低周波地震が発生したM0.9, 

深さ 2.1km）。 

（萩原弘子） 
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第１図 関東甲信越地方における震源分布図 (1999年 2月～1999年 4月) 

Fig.1 Hypocenter Distributions in the Kanto-Koshinetu District. (Feb.,1999 - April,1999) 

 

 

 

 

 

 

 

 

－86－ 



 

 

 

第１図 つづき 

Fig.1 (continued) 
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第１図 つづき 

Fig.1 (continued) 
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第２図 主な地震のメカニズム解（下半球投影）(1999年 2月～1999年 4月） 

Fig.2 Focal mechanism solutions of major events.(lower hemisphere projection) 
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第２図 つづき 

Fig.2 (continued) 
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第２図 つづき 

Fig.2 (continued) 
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第３図 日光・足尾地域の地震活動 （1999/2～1999/4）  

a) 震源分布図 

      Fig.3 Seismic activities in the Nikko-Ashｉo area（1999/2 - 1999/4）  

a) Hypocenter distribution 
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第３図 つづき b) 足尾地域の時空間分布 c)地震発生数の積算頻度分布 ｄ）M-T plot 

Fig.3 (continued) b) Time-Space distribution c) Cumulative curve of earthquake numbers d) M-T plot 
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第３図 つづき e) 日光白根山付近で発生した低周波地震 

Fig.3 (continued) e) Low frequent earthquake occurred under the Mt. Shirane in Nikko-Ashio area. 
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